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AV レシーバー 

TX-L5 


取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとうございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいたださ' 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られる所に保証書 
とともに大切に保管してください。 


箱を開けた5、まず 


機能と接続 


音楽/映画鑑賞をずる 


サラウンドを楽しむ 


その他 


巧長 


付属品を確認する 


TX - L 已は、ご家庭の TV ラックに無理なく入る1」ビングサイ 
ズの AV レシーバー でず。 

ァンプ部 

■ 定格出力（色 n • 1 kHz . 0.6% THD ) : 

フ□ント 22 W +22 W 、 センター 22 W 、 

サラウンド2吕 W +22 W 

■ 高速処理と信巧性に優れた 24 bit DSP チップ採用 
■ 音声信号の大きさの昼準となるグランド電位のま定化 
■ ドルビー *1 デジタル&ドルビープ□□ジック n デコー 
ダー、 DTS *2 デコーダー、 AAC デコーダー搭載 
■ スマートコンフィグ機能装備 
■ アコースティックコント□—ル 
■ サブウーファープ U アウト 

■ 已つの才ーディオ入力と3つのオーディオ出力端モ装備 

■ S ビデオ入出力装備 

■ 耐熱設計の薄型電源トランス 
■ アルミニウム製巧し出し大型ヒートシンク搭載 
■ デジタル入力端テとして、光端テ3系統装備 

■ オンキヨーオリジナルサラウンドモードは洗練された 
已モード（才ーケストラ、アンプラグド、スタジオ5ック 
ス、 TV □ジック、才ールチャンネルステレオ）に厳選 
し、ナチュラルな音青作りを実現 

■ レイトナイト機能 

チューナー部 

■ 30局ランダムプリセット 

■ FM オートチューニング 

■ FM 室内用アンテナ、 AM 室内用アンテナ付属 

***' ドルビーラボラト U —ズ占、日の実施権に基づき製造されていまず。 

ドルビ-、 Dolby、 プ□ロジック、 Pro Lo 旨 ic 及びタブル D 記号 
は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 

が本機はデジタル-シアター-システムズ社か日のライセンスに基 
づさ製造されています。 

"□TS" 、 "DTS Digital Surround" IS , デジタル-シアター- 
システムズ社の商標でず。 

AAC バテントマーキング 

Pat. 巳,848,391己,291，己巳7已 .4 已1.白己4巳400 433 
己,222,189已,3己7,巳白4己752 22己 
己,394,473已，己83,白6吕己,吕74,740己,己33,981已吕日7 
吕3白4,914,701巳,23已.日71 

07/日40,己已〇己,已79,430 08/白 7S. 日6白98/03037白7/ 

0287己97/02874 98/0303白 

己.吕吕7.788已,28己.498己,481,614 5,592,584 

5,781,888 08/03白,478 08/211.己47 

5,703,999 08/已己7,046 08/894,844己.29白,吕 3S 

己.2白9,239已 .29 白.240巳,1 97.087 

己. 490. 170已 ,264. 84白己,吕日8,日8已己.37己.189 

己.巳81,6己4已.巳 4S. 巳74己,717.8吕1 


本機には LU 下の付属品び同捆されています。 
お確かめください。 

[] 内の数字は数量を表わしています。 



参取扱説明書（本書） [1] 
参保証書 [1] 



楽しい音楽も、時間と場所によっては気に 
なるちのです。隣り近所への配慮を十分に 
しましょラ。特に静かな夜間には窓を閉め 
たり、ヘッドホンをご使用になるのを一つ 
のち法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りま 
しぶラ。 



メモ U —巧持にごいて 


本機には、メモリーな持用の予備電源装置び内蔵されていま 
ず。これは、登録したチューナーのプ U セット局やスピーカ 
一設定、 U ス ニン グモード設定などを停電時などに保持する 
ためのをのでず。2週間し U 上本機の主電源を切った状態にし 
ておくと、メモリー内容は消えてしまいます。 
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特長/付属品を確認する/目次/オーディオ機器の正しい使いかた 


2〜7 


電源を入れ、本機の設定をする 


本機の電源をつなざ、電源を入れる 
接続したスピーカーの設定をする.... 


音楽/映画鑑賞をする 


FM/AM 放送を聞く . 28 

接続した外部機器を再生する . 30 

すべての入力に共通したいろいろな機能 . 32 


サラウンドを楽しむ/録音-録画ずる 


いろいろな音声効果を楽しむ ... 34 

録も • fa 画する ..... 39 


その他 


故胃？と思" ... 40 

主な tt 様 . 42 

オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご案内 ....... 43 

修理について….. . 裏表紙 


機能と接続 


U モコンを準備する . 9 

各部の名称.. . 10 

オーディオ/ビデオ機器を接続する . 14 

スピーカーを 配置する ....... 16 

スピーカーを 接続する . 17 

FM/AM アンテナを接続する ... 18 

オンキヨー製の AV 機器を本機の U モコンで操作するための接続く RI 端子接続> .. 19 


〇 _— 
2 2 

























絵表示について 

この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害 
や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになって 
います。内容をよく理解してから本文をお読みください。 



絵表示の例 

A A 記号はま意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるものです。 

図の中に具体的なを意内容（左図の場合は感電を意）び描かれています。 



S ) 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分稱禁止）び描かれています。 


© 

〇 


♦記号は行為を強制したり指おする内容を告げるをのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）び描 
かれています。 
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A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


電源プラグをコンセン 
卜か6巧いてください 


雜万一、煙び出ている、をなにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると、义 
災•感電の原因となります。すぐに本機の電源スイッチを切り、必ず電源プラグを 
コンセントから抜いてください。 

煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼して<ださい。 


■絶対に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 


分解禁止 


• 本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないで<だい。内部には電圧の高い部分びあ 
り、感電の原因となります。内部の点検•整備•修理は販売店に依頼して<ださ 
い。 

• 本機を分解、改造しないでください。义災•感電の原因となります。 


■ 10 0 V むがの電圧で使用しない 


0 


• 本機を使用できるのは日本国内のみです。 

• 表示された電源電圧（交流100ボルト）しソ外の電圧や船舶などの直流 ( DC ) 電源 
には絶対に接続しないでください。义災-感電の原因となります。 


■ 放熱を巧げない 


0 


• 本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこちり、乂災 
の原因となることびあります。 

本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけてあ 
ります。次の点に気をつけてご使用ください。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

• 本機を、専用ラック!;!外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭い抓こ押し込んで使 
用しないで < ださい。 

.テーブルクロスをかけたり、じゅラたん、布団の上に置いて使用しないでくださ 
い。 

• 本機を設置ずる場合は、壁から lOcmL ツ上の間隔をおいてください。また、放熱を 
よくするために、他の機器との間は、少し離して置いてください。ラックなどに入 
れるときは、機器の天面から 2 cmL ツ上、背面から 10 cm じ(上のすをまをあけてくだ 
さい。内部に熱びこもり、义災の原因となります。 


■ 水のかかるところに置かない 


水場での使巧禁止 


禁止 



• 風呂場では使用しないでください。义災•感電の原因となります。 


• 本機は屋内専用に設計されています。めらさないよラにごま意ください。内部に水 
び入ると、义災•感電の原因となります。 


■ 水の入った容器を置かない 

0 


• 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器やルさな 
金属物を置かないで < ださい。中に入った場合、义災•感電の原因となります。 
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才ーデイオ機器の正しい使いかた 


A 警告 


■ 中に物を入れない 

0 


• 本機の通風孔などから金属類や燃えやすいものを差し込んだり、落とし込んだりし 
ないでください。义災•感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではごを 
意 < ださい。 


■ 中に水や異物び入った5 

A© 

電源プラグをコンセン 
卜か6巧いてください 


• 万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


• 電源コードび傷んだら（お線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼 < ださい。 
そのまま使用すると火災-感電の原因となります。 


0 


• 電源コードの上に重いものをのせたり、コードび本機の下敷にならないようにして 
ください。コードに傷びついて、火災•感電の原因となります。コードの上を敷物 
などで覆ラことにより、それに気付かず、重い物をのせてしまうことびあります。 
• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱し 
たりしないでください。〕ードび破損して、义災-感電の原因となります。 


■落としたり、破損したが態で使用しない 


A 爲 

電源プラグをコンセン 
卜か5巧いてください 


• 万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場合には、そのまま 
使用しないでください。火災•感電の原因となります。電源プラグをコンセントか 
ら巧き、おず販売店にご相談ください。 


■ 雷び鳴りだした5機器に触れない 



• 雷び鳴りだしたら、アンテナ線や電源プラグには触れないでください。感電の原因 
となります。 


■ 乾電池を充電しない 

0 


• 乾電池は充電しないでください。電ミ也の破裂や液ちれにより、乂災、けびの原因と 
なりまず。 
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A 注意 


■ 設置上のま意 

0 


• 強度の足りない台やぐらついたり、傾いたりした所など、不安定な場所に置かないで < ださい。 

落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびあります。 

• 本機の上に他のオーディオ機器を載せたまま移動しないでください。倒れたり落下して、けびの 
原因となることびあります。 

• 本機の上に1 Ok 目しソ上の重い物や外枠からはみ出るよラな大きなをのを置かないでください。バ 
ランスびくずれて倒れたり落下して、けびの原因となることびあります。 


■ 巧のような場所に置かない 


0 


• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置かないで<ださい。义災-感電の 
原因となることびあります。 

• 湿気やほこりのをい場所に置かないでください。义災•感電の原因となることびあります。 


■ 接続について 

A 


• 本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説明書 
をよく読み、電源スイッチを切り、説明に従って接続してください。また接続は指定のコードを 
使用してください。指をし U がのコードを使用したりコードを延長したりすると、発熱し、やけど 
の原因となることびあります。 


■ 使用上の注意 

0 


• 電源を入れたとさは、音量にま意して < ださい。 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないで < ださい。アンプ、スピーカー等び発熱し、义災の原因とな 
ることびあります。 

• ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすざないよラにごを意ください。耳を刺激ずるよ 
ラな大さな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

• 本機に柔ったり、ぶら下びったりしないでください。特にお子様にはごを意ください。倒れた 
り、こわれたりして、けびの原因となることびあります。 

• キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近づけないでください。磁 
気の影響で製品び使えなくなったり、データび消失することびあります。 


■ 電源コード、電源プラグの注意 


0 


• 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶けて、火災•感電の原因となる 
ことびあります。 

• めれた手で電源プラグを抜を差ししないでください。感電の原因となることびあります。 

• 電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張らないでください。コードび傷つさ、义災•感電 
の原因となることびあります。必ずプラグを持って抜いてください。 

• 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、义災の原因となることびあります。 


© 

電源プラグをコンセン 
卜か5巧いてください 


• 旅行などで長期間、本機をご使用にならないとさは、安全のためおず電源プラグをコンセントか 
らあいてください。义災の原因となることびあります。 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切り、おず電源プラグをコンセントから抜さ、機器間の接続 
コードなど外部の接続コードを外してから巧ってください。コードび傷つさ、义災.感電の原因 
となることびあります。 
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■ 電池について 

A 


A 注意 


• 電池を U モコンに巧入する場合、極性表示（プラス+とマイナスーの向を）にを意し、表お通り 
に入れてください。間違えると電ミ也の破裂、液もれにより、义災、けびや周囲を巧損する原因と 
なることびあります。 


0 


• 指定し U かの電池は使用しないでください。また、新しし價ミせと古い電ミ也を混ぜて使用しないでくだ 
さい。電池の破裂、液をれにより义災、けびや周囲の巧損の原因となることびあります。 

• 電池は、加熱したり、分角军したり、义や水の中に入れないでください。電池の破裂、液もれによ 
り、火災、けびの原因となることびあります。 


■ スピーカーコードについて 


0 


• スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。火 
災-感電の原因となることびあります。 


■ 点検-工事について 


© 

電源プラグをコンセン 
卜か5巧いてください 


A 


• お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。感電の原因と 
なることびあります。 


• 使用環境にもよりますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧めします。をよりの販売店にご 
相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと乂災や故障の原因となることびあり 
まず。特に湿気のを<なる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費用等につ 
いても販売店にご相談ください。 

• 電源プラグにほこりびたまると自然発义（トラッキング現象）を起こすことび知られています。 

年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 

• アンテナエ事には技術と経験び必要でずので、販売店にご相談ください。 

• 屋外アンテナは送配電線から離れた場所に設置して<ださい。アンテナび倒れた場合、感電の原 
因となることびあります。 

• BS 放送受信用アンテナは強風の影響を受けやすいので堅固に取り付けてください。 


0 

〇 


• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装びはげたり変形す 
ることびありまず。 


• 表面の巧れは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞って巧き取ったあと、乾いた巧で巧い 
てください。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書さなどをお読みください。 


8 



■ J モコンを準備ずる 


巧電池を入れる 


①カバーを矢印のち向に巧し上げてはずず。 



②中の極性表示にしたびって、付属の乾電池2個を 
+ (プラス）と一（マイナス）を間違えないよう 
に入れる。 



③ カバーを戻ず。 



U モコンを使ラ 


リモコンを本機の受光部に向けて使用してください。 


リモコン受光部 



(^ご注意1 

- U モコン受光部に曰光やインバーター堂光好などの強い光を直接 
当てると正しく動作しないことびあります。 

-ホが線を使った機器の近くで使巧したり、他の U モコンを併用す 
ると誤動作の原因となります。 

- U モコンの上に本など、をのを置かないでください。ボタンび押し 
続け5れた状態になり、電池び消耗してしまラことびあ0ます。 

-オーディオラックのドアに色付さガラスを使っていると、リモコ 
ンび正常に機能しないことびあります。 

- U モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると操作でさません。 


ご ミ 主意1 

種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しないでくだ 
さい。 

長期間 U モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐために 
電池を取0出しておいて < ださし、。 

寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐食により U モ 
コンをいためることびありまず。 U モコン操作の反応び悪くなっ 
たとさは、ただちにちい電池を取り出して2本とわ新しい電池と 
交換してください。 

使用頻度にをよ0ますび、付属の電池の寿命は約目力月です。 
電池は、単3型 （AA/UM-3) をご使用ください。 
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各部の名祿 


[] 巧のぺージは、をおぺージを示しています。 



① POWER スイッチ（ま電源）に〇] 

本機の電源を入れます。を電源び入ると、 
STANDBY インジケーターび点灯します。ちう一度 
このスイッチを巧して切（皿 OFF ) の状態にすると 
を電源び切れます。 

•ま電源を入れる前に、すべてのコードび正しく 
接続されていることを確認してください。 

-主電源を入れると瞬間的に大さな電流び流れ、 
他の機器の動作に影響を与えることびありま 
す。コンピューターなど繊細な機器とは別系統 
のコンセントに接続してください。 

② STAND 己 Y / ON ボタン、 ON インジケーター、 
STAND 己 Y インジケーターに 0] 

を電源び入っているとさに巧すと、 STANDBY イン 
ジケーターは消灯し、 ON インジケーターと表示部 
び点灯し、約已秒間音量び表おされたあと、入力 
ソースと I 」ス ニン グモードび表示されます。ち ラー 
度巧すと、本機をスタンバイ状態にします。スタン 
ノ（イ巧態では、 ON インジケーターと表示部び消灯 
し、操作はでさません。 

③ 入カインジケーターに9、 30] 

選択されている入カソースに応じてインジケーター 
び点灯します。 

④ リモコン受光部[引 

U モコンか日の操作信号を受けます。 

⑥表示部 [12] 

⑥ INPUT (入力切り換え）つまみに 8-30] 

入カソースを選びます。 

⑦ VOLUME (音量調壁）つまみに8、 30] 

音量を調整します。時計方向に回すと音量び大きく 
なり、逆方向に回すと音量びルさくなります。 


ホーノ 

⑧ PHONES (へッドホン）端子 [33] 

ステレオへッドホンを接続するための標準ステレオ 
端テです。左ちフ□ントスピーカーの音声びヘッド 
ホンに出力されます。へッドホンプラグを挿入する 
とスピーカーか日の音は出なくなり、リスニング 
モードは自動的に 「 STEREO 」 に切り換わります。 

⑨ SURROUND ボタン [36] 

サラウンドモードを選びます。 

⑩ STEREO ボタン [36] 

U スニングモードを通常のステレオ音声にします。 

ヴプウーファー モード 

⑩ SUBWOOFER MODE ボタン[吕己] 

サブウーファーモードを選択します。 

® MEMORY ボタン[吕8、 29] 

FM / AM 放送のプ U セットや、取り消しを行いま 
す。 

® FM MODE ボタンに8、 29] 

ステレオとモノラルを切り換えます。 FM ステレオ 
放送を受信しているとさに、音び途切れたり雑音び 
多いとさこのボタンを巧します。 

チューニング プリセット 

@ TUNING/PRESET タン[吕8、 29] 

放送局を選びます。受信周波数は表示部に表示さ 
れ、 FM の場合は lOOkHz 単位、 AM の場合は 9 kHz 
単位で変わります。また、希望の周波数を希望のプ 
U セット番号に登録し、簡単に呼び出せます。 

© ACOUSTIC CONTROL ボタン/インジケーター 
に 8] 

アコースティックコント□ールを切り換え、重低音 
/高音を強調した迫力のあるサウンドを楽しむこと 
びでさます。 
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[] 内のぺージは、をおぺージを示しています。 
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① VIDEO 端子 （DVD/CD IN、VIDEO1OUT/ 

IN、VIDEO 2 IN) [14、1 己] 

3 系統の入力と]系統の出力びあります。映像入力 
端子には DVD プレーヤーや LD プレーヤー、ビデオ 
デッキなどのビデオ機器を接続します。映像出力端 
テにはビデオデッキなどのビデオ機器を接続しま 
す。 

② MON OUT 端子[14、1己] 

モニター出力にはコンポジット映像端テと S 映像端 
テびあります。テレビまたはモニターを接続しま 
す。 

⑤ S VIDEO 端子 （DVD/CD IN、VIDEO 1 OUT/ 
IN、VIDEO 2 IN) [14、1 己] 

3 系統の入力と]系統の出力びあります。映像入力 
端子には DVD プレーヤーや LD プレーヤー、ビデオ 
デッキなどのビデオ機器を接続します。映像出力端 
テにはビデオデッキなどのビデオ機器を接続しま 
す。 

④ R 喘子 [19] 

R I 端モ付さのオンキヨー製 CD プレーヤーやカセッ 
トテープデッキなどを、各機器に付属の RI ケーブル 
で接続してください。本機に付属の U モコンでこれ 
日の機器を操作することびでさます。 

RI 端テを接続したあとは、他機操作用の U モコンボ 
タンを確認してください。柄31ぺージ） 

-必ず R I マークの付いた端子に接続して< ださい。 

■ RI ケーブルで接続した場合ち、オーディオ用ピ 
ンコードは必ず接続してください。 

-本機の RI 端テは、オンキヨー製品と組み合わせ 
た場合のみに使用でさます。オンキヨー製品しソ 
外の機器とは接続しないでください。故障の原 
因となります。 

-機器による接続順序は特にありません。 


⑥ SUB WOOFER PRE OUT 端子 [17] 

アクティブサブウーファー（アンプ内蔵のサブウー 
ファー)を接続します。 

⑥ DIGITAL INPUT (OPTICAL) 端子 （ DVD 、 

HD、VIDEO 2)[14 、 1 己 ] 

デジタル入力端モとして、光端モ （OPT に AL) び 
3つあります。これ日の入力端テに DVD プレー 
ヤー、八ードディスクレコーダー、 CD プレーヤー 
などのデジタルソース機器を接続します。 

⑦ SURROUND SPEAKERS L/R 端子 、 CENTER 
SPEAKER 端子 [17] 

センター、左ちサラウンドの各スピーカーを接続し 
ます。 

フ□ント スピーカー エルアール 

⑧ FRONT SPEAKERS L/R 端子 [17] 

左ちフ□ントスピーカーを接続します。 

⑨ AUDIO L/R 端子 （ DVD/CD IN 、 VIDEO1OUT 
/IN 、 VIDEO 吕 IN、HD OUT/IN 、 MD/TAPE 
OUT/IN) [14 、 1 己 ] 

アナ□グ音声の入出力端テです。音声入力は5系統 
あり、音声出力は3系統あります。音声入出力端モ 
の接続には、 RCA タイプの才ーディオ用ピンコード 
び必要です。 

ビデオデッキなどのビデオ機器を接続する場合、 
オーディオ用ピン コー ドとビデオ コー ドは同じ系統 
の端モ（例えば VIDEO1) に接続してください。 

⑩ アンテナ端子 [18] 

FM アンテナと AM アンテナを接続します。 
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各部のを茄 


[] 内のぺージは、参おぺージをおしていまず。 

■ 表示部 



① SLEEP 表示 [33] 

ス U - プ機能使用時に点打します。 

② 入力音声方式 / リスニングモード表示 [36] 

入力するソースに応じて 「 MPEG 」 、 

「PCM D に ITAU 、「皿 D に ITAU 、 「 DTS 」 の 
いずれかのソース表示び点灯します。また、 U スニン 
グモードに応じて「皿 PRO LOG に n 」 、 

「 DSP 」 、 「 STEREO 」 のいずれかのリスニング 
モードび点灯します。 

③ MUTING 表示 [33] 

ミュート機能使用時に点灯します。 

④ FM STEREO 表示 [28] 

FM ステレオ放送を受信すると点灯します。 

⑥ TUNED 表示 [28] 

放送局を受信すると点灯します。 


⑥ FM MUTE 表示に 8] 

FM ミュート状態のときに点打します 。 FM MODE 
ボタンを巧してモノラルモードにすると消打しま 
す。 

⑦ MEMORY 表示に引 

放送局をプ U セットするときに、 MEMORY ボタン 
を巧すと点灯します。 

⑧ を目的表示部 [32] 

通常は入カソースと音量び表示されます。 FM/AM 
を選択しているとさは周波数、プ U セット番号び表 
おされます。 D 侶 PLAY ボタンを巧すとリスニング 
モードや入カソースのプ□グラムフォーマットび表 
おされます。入カソースびアナ□グの場合や、 FM / 
AM を選択しているとさはプ□グラムフォーマット 
は表示されません。 
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[] 内のぺージは、をおぺージを示していまず。 
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各機能の詳細説明は、]〇ページの r 本体前面」を参照 
してください。 

© STANDBYTtt’ タン [20] 

本機をスタンバイ状態にします。 

② ON ボタンに〇 ] 

本機の電源を入れます。 

⑤ INPUT SELECTOR ボタン [ 吕 9 、 30] 

入カソースを選びます。 

ディーブイディーエムディーコント□ール 

④ DVD • MD Control ボタン [31] 

操作する機器 （ DVD / CD / MD / TAPE ) を選び、本 
機に R I 接続した他のオンキヨー機器を操作します。 

⑤ SURR MODE ボタン [36] 

サラウンドモードを選びます。 

⑥ STEREO ボタン [36] 

U スニングモードをステレオ音声にします。 

スピーカーセットアッブサブウーファーモード テストトーン チャンネルセレクト 

⑦ SP SETUP/SW M0DE/TEST T0NE/CH SEL/ 
D 旧 TANCE/a/ ▼ ボタンに 1-27] 

各スピーカーを設定するとさに使います。 

U モコンのみの機能です。 

⑧ LATE N に HT ボタン [38] 

LATE N に HT 機能を有効にします。 

U モコンのみの機能です。 

⑨ SLEEP ボタン [33] 

ス U —プ時間を設定します。 

U モコンのみの機能です。 

⑩ DIMMER ボタン [32] 

表示部の明るさを調整します。 

U モコンのみの機能です。 

⑩ D 旧 PLAY ボタン [32] 

表示部の表示を切り換えます。 


⑩ PRESET ▲/▼ ボタン [29] 

放送局のプ U セット番号を選択します。 

® MUTING ボタン [33] 

ミュート機能を有効にします。 

U モコンのみの機能です。 

アコースティックコント□-ル 

@ A.CTRL ボタン [38] 

アコースティックコント□-ルを切り換え、重低音/ 
高音を強調します。 

⑥ VOLUME ▲/▼ ボタンに 8 、 30] 

音量を調整します。 
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オーデイオ/ビデオ機器を接続ずる 


接続する前に1 


-接続する機器の取扱説明書を参照してください。 

-接続するときは、接続するすべての機器の電源を切り、電源コードを 
コンセントか5抜いてください。本機の電源コードはまだ接続しない 
で < ださし、。 

-デジタル端子に接続するとさは、キャップをはずし 

てください。デジタル端テを使用しないときは、必 pM 
ずキャップをはめてくださし、。 



-プラグは契までしっか0接続してください。 

- DVD、VIDEO 1、 VIDEO 25S 子につし、て 

S ビデオ端モ接続をする場合わ通常のビデオ 
端テ接続を必ずしてください。 


不完全な接続 

pi 111111= 



^完全に差し込む 


モニター、オーディオ機器の接続例 


ビデオ 


テレビまたはプ□ジエクター 
(MON OUT) 


VIDEO S VIDEO 
IN IN 

©I o 


〔お知 5 せ I 

S 映像入力端テか! 5 の信号は S 映儘 
出力端子へ、通常のビデオ入力端 
テか5の信号は通常のビデオ出力 
端子へのみ、出力されます。 


T 


1 



OPTICAL 端子 


ビデオ用ピンコード（アナ□グ信号） 

S ビデオケーブル （S ビデオ信号） 

オーディオ巧ピンコード（アナ□グ信号） 

光デジタルケープル（デジタル信号） 
信号の流れ 



國 I© ©I© © 


© ©I© © 

U 端争 L AUDIO IN AUDIO OUT 


AUDIO IN AUDIO OUT 

OPTICAL 巾 EC) (PLAY) 


(REC) (PLAY) 

デジタルオーディオプ□セツヴ ー、 


カセットテープデッキ、 MD レコーダー、 

ノ V— ド ディスク レコーダー （HD) 


DAT' CD レ〕ーダー (MD/TAPE) 
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ビデオ機器の接続例 


DVD7 レーヤー、 CD プレーヤー、 


衛星放送チューナーなど 

または LD プレーヤ ー * (DVD/CD) 


(VIDEO 吕） 

DIGITAL 


DIGITAL 

AUDIO VIDEO S VIDEO QUT 

OUT OUT OUT 

◎ 國 


AUDIO VIDEO S VIDEO OUT 

OUT OUT OUT 

◎ ©1© 1 O 1 國 

R L OPTICAL 


R L OPTICAL 
































































































































スピーカーを配置ずる 


フロントの左、センター、ちスピーカー、サラウンドの左ちスピーカー、サブウーファーび接続でを、マルチチヤンネル再生び 
でさます。 


■ 標準的なスピーカー配置 


サラウンド音声を再生するには、スピーカーを正しく配置することび必要です。 

スピーカーの配置は、部屋の大ささや壁の材質などによってを変わってさますび、ここでは標準的なスピーカー配置を紹介しま 
す。しソ下を参考にしてサラウンド音声を最大限に生かしてください。 


ちの図のよラに、ずべてのスピーカーを接続すると最も理想的なヴラウ 
ンド効果を得ることびでをまず。 

しかし、センタースピーカーやサブウーファーびないとをは、センター 
スピーカーやサブウーファーから出力される音声を他のスピーカーに最 
適に配分し、現在のスピーカー構成で可能なサラウンド効果を最大限に 
引を出します。 

フ□ントスピーカーについて 

フロントスピーカーのうち、センタースピーカーは音源効果や、音の動 
さを高め、より豊かなサウンドイメージを再現します。 

-左ちスピーカーとセンターの3つのスピーカーを音楽や映画を鑑賞す 
る人（リスナー）に向けて配置します。 

-高さは U スナーの耳の位置に調節します。 

サラウンドスピーカーについて 

サラウンドスピーカーは音の立体的な動きを表現し、あたかもその場に 
いるかのよラな臨場感を高めます。 

-左ちのサラウンドスピーカーび左ちから向さ合ラよラにし、リスナー 
びサラウンドスピーカーからの音の広びりの範囲内に入るよラに設置 
します。 

-高さは、リスナーの耳の位置より1メートル高くなるように調節します。 

サブウーファーについて 

アンプ内蔵のサブウーファーを使用してください。力強い重巧音を再現 
しまず。 

サブウーファーはどこに配置してち音響効果にはさほど該響を与えませ 
ん。置きやすい場所に設置してください。 



スピーカーの取扱説明書も同時に参照し、最を効果のあるサラウンド音 
声をお楽しみください。 
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スピー カー を接続ずる 


([接続ずる前に1 


接続するスピーカーの取扱説明書わ参照してください。 

プラス（十）とマイナス（一）を間違って接続したり、左ちのスピー 
カーを間違えて接続しないでください。音声び不自然になりまず。 
スピーカーはインピーダンスが目 n 〜 I 色 n のものを接続してください。 
6 n 未満のスピーカーを接続すると、アンプび故障することびあります。 
回路の故障を防ぐため、スピーカーコードの 
な線を絶巧にショートさせないでください。 


0 



-スピーカー端テに複数のスピーカーコードは接続しないでくださ 
し'!。故障の原因にな0ます。 

- ] 台のスピーカーだけを使用する場含やモノラル音青を再生する 
場含、]台のスピーカーを左ちスピーカー端子に並列接続しない 
で< ださい。 



〔スピーカーの接続 



17 





































































































































































FM / AM アンテナを接続ずる 


付属の FM / AM ま巧アンテナを接続する 


\ TL 


'的町 CD - VIDE0 1- VIDEO 2 — -MOK 、 .DVCI/CD - VIDEO 1- VIDE02-M0N 0 町、 A I 、 /-S 此 — v 


©錢 

©獲) 


© 

© 


©獲) 

©獲) 


©(§)■ 

@©| 


圖 I 9 

LaM 」 I —ふ FM 76 Q 


國 W 
圆… 

酬仙 E" 



— FRONT SPEAKERS — 


國 


電源コードはまだ接続 
しないで < ださい。 




①アンテナの外枠をぐ③溝に差し込む。⑤アンテナのコード 


AM 室のアンテナ 


るつと回転させる。 


を引さ出す。 




①つまみを押して ③アンテナコードの③指を離すとつまみび元 


広げる。 


先を差し込む。 





の位置に戻ります。 


^ FM 室巧アンテナ 



I ANTE 瞧 

I 回1回] 


y 

李 


■ 


FM 室內アンテナの位置を調壁する 


FM 放送を聞さなびら(■^28ページ)、調整してください。 

アンテナ線をぴんと張りなびらいろいろなち向に動かし、最を受信状態びよい位置 
で、押しピンなどを使って固定します。 


〔お 知 6 せ I 

AM アンテナのコードは、分岐した先端 
を左ち端モのどち6に接続してちかまい 
ません。（スピーカーコードのように極 
性などによる区別はあ0ません。） 


■ 


AM 室内アンテナの位置を調璧する 


AM 放送を聞きなびら(•^28ページ)、調整してください。 

AM 室内アンテナをいろいろな方向に向けたり、位置を動かしてみて、最ち受信状 
態びよい位置に置をます。 

本機、テレビ、スピーカーコード、電源コードなどからできるだけ離して設置して 
ください。 




屋かアンテナを接続する 

_ J 


鉄筋住ちなどで AM 室内アンテナだけでは受信状態び悪いとさは、已 m し U 上の 
ビニール被覆線を窓際や屋外に張ってください。 

接続はち図のようにしてください。 AM が部アンテナを接続する場合は、 

AM 室内アンテナを同時に接続します。 


ごを 意 I 

落雷や感電による事故を防ぐため、アースは必ず接続してください。 





















































































































Rl 端テ接続をしておくと、付属の U モコンで次の AV 機器を操作することができます。 （^31 ページ） 

- RI 端テ付をのオンキヨー製の DVD プレーヤーや CD プレーヤー、 MD レコーダー、カセットテープデッキ 

RI 端テ接続には RI ケーブルが必要です。また、 RI ケ-ブルで接続した場合も、ピンコードの接続は必ず巧ってください。枯14、1已ぺージ） 
RI ケーブルは、 DVD プレーヤー、 CD プレーヤー、 MD レコーダーやカセットテープデッキに付属されています。 

例：オンキヨー製 DVD プレーヤー DV - L 5 






L おが5せ 


オーディオ用ピン 
コードを接続して 
おいてぐださい。 


RI ケーブル 


本機に接続されている DVD プレーヤーや CD プレーヤー、 MD レコーダーの 
電源を入れると、本機の電源び自動的に入り、入力び電源を入れた機器に 
切0換わります。 

本機の電源を切ると R 愼続されている DVD プレーヤーや CD プレーヤー、 
MD レコーダーの電源び切れます。（オートパワーオフ） 

また、本機の電源が入っているとさに DVD プレーヤーや CD プレーヤー、 

MD レコーダー、カセットテープデッキの再生ボタンを巧すと、本機の入力 
び自動的にボタンを巧した機器に切り換わりまず。（ダイレクトチェンジ） 
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電源コードはまだ接続 
しないで < ださい。 


• カセットテープデッキは、本機の MD/TAPE 端テに接続してください。 

またその場合は、本機の入力を MD から TAPE に切り換えてください。（■>^31ぺージ)， 

• CD プレーヤーは、本機の DVD/CD 端子に接続してください。 

またその場合は、本機の入力を DVD から CD に切り換えてください。批31ぺージ） 

お願い I 

• プラグは輿までしっかり接続して < ださし、。 

• 必ず RI マークのついた端子に接続してください。 

• 本機の RI 端テは、オンキヨー製品!;(がの機器とは接続しないでください。故障の原因になります。 


ごを意 



RI 端子付きのオンキヨー製 MD レコーダー、 CD レコーダーおよびカセットテープデッキは、両方同 
時に RI 端テ接続しないでください。誤動作することびあります。 

一部の機器ではシステム動作しないことびあ0ます。 


FM 屋かアンテナを接続する 


FM 屋外アンテナの位置を調整してち受信状態が悪いとさは、 FM 屋外アンテナを外して FM 屋外アンテナを接続してください。 

ごを意 I 

-建物の陰にな5ず、 FM 放送電波び直接受信でをるところに設置して 
くださし、。 

-ネオンや交通の激しい道路などのノイズの発生源か5離して設置して 
<ださし、。 

-送電線の近くは危険ですので、絶巧に設置しないでください。 

-落雷や感電による事故を防ぐため、アースは必ず接続してください。 

-アンテナエ事は技術と経験び必要ですので、販売店にご相談ください。 


オンキヨー製の A V 機器を本機の 
リモコンで操作ずるための接続 < RI 端子接続> 
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本機の電源をつなを、電源を入れる 


接続ずる前に] 

.] 4〜]日ページの接続びずべて終了しているか確認してください。 

-本磯の電源を入れると瞬間的に大きな電流び流れてコンピューターなどの機器の動作に影響を与えることびあります。コンピューターなど、 
繊細な機器とは別系統のコンセントにつなぐようにしてください。 





IES 。 押 f CH 5 £l — — 

O-O-GXD 


D が ;.* E U な WSKT *CTBL MUTING 

o ooo 




[ a 知 5 せ 1 

電源コードはより良い音で聞いていただくために、極性の管理びさ 
れています。電源コードの白線マークの方を家庭巧電源コンセント 
の溝の広いちににいほラにをわせて差し込んでください。 


1 電源コードを壁のコンセント 
につなぐ 



2 


0 POWER スイッチを押し 


てを電源を入れる 

本機びスタンバイ状態になり、 

STAN DB Y インジケーターびホく点 
なします。 


む STANDBY/ON 
ON 

SJANDBY 


お知日せ I 

• 工場出荷時は、主電源はオン （ON) になってい 
ます。 

• 主電源をオフ （OF 円にするには、 POWER ス 
イッチを65—度押しまず。 

-を電源びオフになっていると、 IJ モコンボタンは 
働さません。 


。本化の の STANDBY/ON 
か、リモコンの ON を押して、 
電源を入れる 

電源び入り、 ON インジケーターび 
オレンジ色に点なします。スタンパ' 

イインジケーターは消なします。 

I お知6せ) 

■ オンキヨー製の DVD プレーヤーや CD プレー 
ヤー、 MD レコーダー、カセットテープデッキを 
RI 端テ接続（前ぺージ参照）しているとさは、本 
機びオンのときに U モコンの日 N ボタンを巧すとそ 
れ5の機器の電源をオンにすることびでをます。 

-本機の電源を切り、スタンバイ状態にするには、 
本体の STAND 巨丫 /ON または、リモコンの 
STAND 巨 Y をま甲します。 

次回使用時のために、音量を最ルにしてか!5、電 
源を切ってください。 



STANDBY 
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接続したスピーカーの設定をする 


マルチチヤンネル再生を楽しむには、スピーカーの構ぶや、巧巧位因までの距離、音■バランスの围整をする化要がちります。 
ここでは、17ぺージで接続したスピーカーの設定をしまず。 

スピーカー構がや瞄 H を巧えない旧り、通常は設定を巧りおす化要はありません。 


ヘッドフォンを接続しているとき （防 33ページ）は設定でをません。 

■ 接続している スピーカーび すべて 
オンキヨー製の場合 


「オンキヨー製のスピーカーを接続している場合」 

(1^22 ページ）を行ってください。スマートコンフイグ 
と視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定するだけ 
で、スピーカーの構成や音量バランスの調整などは自動的 
に行われます。 

接続しているスピーカーを認識ま号表（《^22ページ）で 
確認し、前もって視聴位置からスピーカーまでの距離を 
測っておさます。 


■ 接続しているスピーカーびオンキヨー製で 
ない場合 


接続しているスピーカーびオンキヨー製でない場合や混在 
する場合、あるいはオンキヨー製のスピーカーを接続して 
いる場合でも、より正確に設定したい場合などは、「オン 
キヨー製しソ外のスピーカーを接続している場合」26ぺ 
ージ）を行ってください。 

前をつて視聴位置からスピーカーまでの距離を測つておさ 
ます。 


スマー ト コンフイグを使って設定ずる 
(陪23ぺージ） 



スピーカー構成を設定ずる （陪 26ページ) 



視聴に置か5スピーカーまでの距離を設定ずる （^24 ページ) 




各スピーカーの音量バランスの調整をずる 
く TESTTONE > (陪27ぺージ） 










ち続した スピーカーの 設定をする 


オンキヨー製のスピーカーを接続している場合 


■ オンキヨー製スピーカーと認識番号表 


さスピーカーの型まの左にある数字び、「スマートコンフィグを使って設定する」の手順で使用する認識ま号です。 

手順中、接続していないスピーカーについては「0」を、接続しているスピーカーびオンキヨー製じ(外の場合は「白」を、逞びま 
す。フ□ント左ちスピーカーは、必ず接続していなくてはなりません。 


フ□ント左ち 

センター 

サラウンド左ち 

サブウーファー 

^^^^ 

0 

接続していない場合 

0 

接続していない場合 

0 

接続していない場合 

1 

HTP - L 5/ D - L 5 / 

D -602 F / D -40 

1 

D - L 5/ D -40 

1 

D-L 已 / D -40 

1 

SL -105 

2 

D -1 日已 F 

2 

D -1 日已 C 

2 

D -1 日已 M 

2 

SL -307/ SKVV -20 已播 

3 

D -307 F / D - 已 07 F 

3 

D -307 C / D -507 C / 

SKC -301/305 

3 

D -3 日 7 M / D - 已日 7 M 

3 

SL -507^ 

4 

D -30 

4 

D -30 

4 

D -30 

4 

SKW -30 曰 & 

5 

D -80 

5 

D -80 

5 

D -80 

已 

SKW -310^ 

6 

D -205 F 

6 

D -30 C 

6 

SKR -30 1/305 

6 

SKW -320& 

7 

D -30 已 F 

7 

D -305 C 

7 

D -30 已 SR 

7 

SL -7 

8 

D -6 日己 F / D -77 MRX / 

D -202 AX/LTD 

8 

D -605 C 

8 

D -605 SR 

8 

SL -10 

9 

上記じ(外のオンキヨー 
製品 

9 

上記じ(外のオンキヨー 
製品 

9 

上記じ(外のオンキヨー 
製品 

9 

上記じ(外のオンキヨー 
製品 


2001年6月現在 《 サブウーファーに MOVIE/ mIjS が 

の設定びありますび、 「MUS に」に 
してくださし、 


お知6せ 

上記の日付！;(降に新しく発売されたスピーカーをお持ちの場合は、43ぺージ r オンキヨーご相談窓□•修 S 窓口のご案内」に記載の「カスタ 
マーセンター」へお問い合わせください。 
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■ スマートコンフイグを使って設定する 


2, 3,5 




SP SETUP を巧す 


3秒 L ソ内に CH SEL を巧す 

本体の表示部に 『SMART CFG 
<9999> J び表示されます。 


ちちフ□ント サラウンド 

スピーカー指定スピ_力_指定 



センター ヴプウーファー 
スピーカー 指定 
指定 


各『9』は、前ページの表中に記載さ 
れたスピーカー認識番号を入力するた 
めのフィールドです。 

初期値は9になっています。2回目じ （ 
降に設定するときは、じ(前に設定した 
値び入っています。 


もう一度 CH SEL を巧す 



フ□ントスピーカーを入力するための 
フイールドび点滅します。 


4 

の〇 


U モコンの ▲/ ▼を押して、スピーカ 
■の認識番号を選ぶ 


; ;;;;;;;; .. 





…-: 


お知 5 せ 1 

• スピーカーを 接続していない入カフイ ー ル 
ドでは、『0』を逞んでください。ただし、 
フ□ント左ち スピーカー はおず接続するこ 
とび前提ですので、 roj は遲ベません。 

• 表に記載されていないスピーカーを接続し 
ている入カフィールドでは、 『9J を還んで 
ください。 


5 



CH SEL を巧して、巧のフイール 
ドを選ぶ 

選んだあとは、サブウーファーの設定び 
終わるまで、手順 2 と 3 を繰り返します。 



. ...... ' _ ..... • • ..... 

サブウーファーの指定び終わり、 

CH SEL を巧すと、フ□ントスピー 
力一のフィールドに戻ります。 


6 


SPSETUP 



SP SETUP を巧す 

設定した番号び確定され、通常表示に 
戻ります。 


f " ご ミ 主意'] 

SP SETUP1； (がのボタンで終了したときは、 
設定した値は記憶されていません。 


お知 5 せ I 

『9』を設定したフィールドのスピーカーについては、音量バラン 
スを調整してください。（腐'27ページ） 












































































































接続したスピーカーの設定をする 


オンキヨー製のスピーカーを接続している場合（つヴを) 


視聴位置から、さスピーカーまでの距離を、あらかじめ測っておさまず。 
設定するとさは、実測値に最ち近い値を還んでください。 

左ちにあるスピーカーは、片方の距離を測ってください。 

(左ちスピーカーは、視聴位置から等距離とします。） 



■2-4 


■ 視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定する 


D 旧 TANCE を巧す 

本体の表示部に、左ちフ□ントスピー 
カーの設定表示びあ5われます。 



‘‘ ▲/ ▼を押して、をちフ□ントスピ 

—力一の距離を選ぶ 

最短 □.3 m から最長 9 m まで設定でさ 
ます。 



CHSEL を巧し、 ▲/ ▼を巧して、 
センタースピーカーの距離を選ぶ 



〔お巧5せ I 

• センタースピーカー を含まない スピーカー 構 
成を設定をしている場合は、この設定はあり 
ません。 

-次のよラな数値は入力でさません。 

—左ちフ□ントスピーカーの距離より長い値 
一左ちフ□ントスピーカーの距離か5 
1.已 m 引いた値よ0短い距離 



CHSEL を}甲し、リモコンの ▲/▼ 
を巧して、 ヴ ラウンド スピーカー 
の距離を選ぶ 



お知5せ1 

-サラウンド スピーカーを 含まない スピーカー 
構成を設定をしている場をは、この設定はあ 
0ません。 

-次のよラな数値は入力でをません。 

一左ちフ□ントスピーカーの距離より長い値 
一左ちフ□ントスピーカーの距離か5 
4.己 m 引いた値よ0短い距離 


5 


D に TANCE 



D 旧 TANCE を巧す 

設定び終わり、通常表示に戻ります。 
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SUBWOOFER MODE 


■ サブウーファーモードを選ぶ 


23ページ、2日ページでサブウーファーのある設定をしたと 
さに使います。 


IESI に Nt CH 姐 


田リ ; NCE "1 け 1 扣 7 ACT 化 巧の a 丘 

〇 000 


CjIIX ： 


SW MODE 


ONKYO 


REMOTE CONTfiOLLEP RC-4S3S 




本体 


SUBWOOFER MODE 



SWMODE 



本体の SUBWOOFER MODE 、 
または、リモコンの SWMODE を 
(繰り返し）巧して、サブウー 
ファー モー ドを選ぶ 



SUBWOOFER MODE を]度だけ巧す 
と、現在の設定を確認するとこびでさ 
ます。さらに SUBWOOFER MODE 
を巧していくと、サブウーファーモー 
ドを変更することびでさます。 


•『SUBWOOFER OFF 』 

サブウーファーを接続していて 
ち、使用しないとき 
.『SUBWOOFER MODE ] 』 

サブウーファーの音を大さくしたし、 
とさ 

.『SUBWOOFER M 0 DE 2』 

サブウーファーの音をルさくした 
いとき 


3 秒経過すると、通常表示に戻ります。 























































接続したスピーカーの設定をする 


オンキヨー製なかのスピーカーを接続している場合 



■ スピーカー構成を設定する ■ 視聴位置か日スピーカーまでの距離を設定ずる 


SPSETUP 


SP SETUP を3ホ少 m 内に繰0返し 
押して、スピーカー構成を選ぶ 

フ□ントを センター フ□ントち 


中 


个 


サラウンド左 サラウンドち 

表示とスピーカー構成の内容 


スピーカー已 ch 


スピーカー 2 ch 


スピーカー 3 ch 


スピーカー 4 ch 


3秒経過すると、通常表示に戻ります。 

〔お知6せ I 

. 現在の IJ スニングモードび還択でさないス 
ピーカー構成を設定した場合、自動的に IJ 
スニングモードび変化します。 

-表お部び通常表示のとさに、現在設定され 
ているスピーカー構成を確認ずるときは、 
SP SETUP を1度だけ巧します。 

現在のスピーカー構成び表示されている間 
に SP SETUP をさらに巧すと、スピーカー 
構成を変更することびでをまず。 


左の項で設定したスピーカー構成の距離を設定します。 
設定ち法は24ページのやりちと同じでずので、そちらをご 
覧ください。 

■ヴプウーファーモードを選ぶ 


サブウーファーを接続しているとさに、フ□ントスピーカー 
のサイズにあわせてサブウーファーモー ドを還びます。 
設定ち法は2已ページのやりちと同じでずのでそちらをご覧 
ください。 
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すべてのスピーカーの音び、視聴位置から同じ大きさに聞こえるように 
調整していをます。 

おミ!] 5はI 

MUTING 中は調整びでさません。 


テスト!ン 

■ きスピーカーの音量バランスの調整をする 〈Test Tone ) 




TEST TONE を巧す 

左フ□ントス ピーカーから テスト I -一 
ンび出力されるので、音量をいつち聞 
いている大きさにします。 

次の順序で各スピーカーび表示部に表 
示され、表示されたスピーカーか日テ 
ストトーンび出力されます。 


LEFT 一 CENTER 
(左フ□ント） （センター） 

T 丄 

SUBWOOFER RIGHT 
(サブウーファー)(ちフ□ント) 
t 丄 


SURR LEFT ^ SURR RIGHT 
(左サラウンド） （ちサラウンド) 



[JJ 知5せ1 

• 設定した スピーカー 構成にない スピーカー 
か日は（実際は接続していてを）、テスト 
トーンは出力されません。 

-サブ ウー ファーを接続していても、サブ 
ウー ファーを 「SU 目 W 日日 FER 日 FF」 にし 
ているとテストトーンは出力されません。 


2 CH SEL 

巧 

のの 

れ 

CH SEL を（繰り返し） } 甲して 
スピーカーを 選び、 リモコンの 
▲/ ▼を巧して、音量を調整す る 

音量レベルは一] 2dB 〜 +1 2dB の間 
で調整でさます。 

TEST TONE 

0 

調整が終わった5 、 TEST TONE 
を押す 

テストトーンび止まり、表示部は通常 
表示に戻ります。 

( お知 5 甘) 

TEST T 日 NE を押さなくてを、2分たつと、テ 
ストトーンは解除されます。 

















































FM/AM 放送を聞 < 


FM / AM 放ちを田くには、手動でチューニングずる方まと、放送局をプリセットしてち局ずる、2つの方法がありまず。 


[]電放が弱くて FM 放送局を受信できなぃときは^ 


FM 放送を受信すると 、 FM STERE 日インジケーターび表示部に点 
'なします。しかし電波び弱いと放送局を受信できません。 



•ニングする 


このときは、 FM MODE を巧してください。 

FM MUTE インジケーターび消え、モノラル受信となります。この 
状態で放送局を選んでください。（このとをは、放送局間のノイズ 
ち聞こえます。） 



放送局をプリセットする 
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INPUT つまみを回して、 FM また 
は AM を選ぶ 



2 胃 me 本体の volume つまみを回し 



て、音量を調節する 


3 


一 nJNING/PRES 口 ► 



TUNING PRESET ィ/►を！.已 
秒 L ソ上巧す 


放送局を受信ずると、点打しまず。 



- FM の場合、自動的に放送局の検索 
を始め、放送を受信すると自動的 
に止まり、周波数び点滅します。 

- AM の場合は 9 kHz 単位で周波数び 
変わります。ボタンを離すと止ま 
り、周波数び点滅します。 


お巧 5 せ I 


TUNING / PRESET ィ/►を押す時間び短い 
と、プ I 」セット局を還ぶモードになります。 

「プリセットしに放送局を選ぶ」（-^を〇ぺ一 
ジ）を参照してください。 


4 


一 TUNIN 日 / PRESH" ► 



周波数が点滅している間（約3 
秒）に、 TUNING PRESET ィ/ 
►-を巧して周波数を変える 

TUNING PRESET ィ/►を巧すた 


びに周波数を]ステップずつ変えるこ 
とびでさます。 


AM/FM あわせて30局まで登録できます。 


2 


プリセツトしたい放送局をを記の 


「手動で チューニン グする」 の 手 


順で選ぶ 


MEMORY 



MEMORY を巧す 

MEMORY インジケーターび点灯し、 
プ U セツト番号び点滅します。 






MEMORY インジケーターが点な 
している間（約8秒）に、 
TUNING/PRESET ィ/►を巧し 
て、放送局をプリセットする番号 
を選ぶ 





4 


MEMORY を巧す 



指定した番号に放送局びプ U セットさ 
れます。 

プ U セットを続けるには、手順 1 〜 4 を 
繰り返します。 





















































































FM MODE INPUT つまみ 





TEST lone CH 5EL 

〇-〇-〇〇 



プリセットした放送局を選ぶ g プリセットした放送局を削除する 


事前に放送局をプ U セツトしておく必要びあります。 



リモコンの TUNER を巧すか、 
本体の INPUT つまみを回して、 
FM または AM を選ぶ 

FM 、 AM のどち5を選んでちかまい 
ません。 



2 U ロン 



リモコンの PRESET ▲/▼、または 
本体の TUNING/PRESET ィ /► 
を巧して、プリセット番号を選ぶ 



知5せ1 

TUNING/PRESET ィ/►を1.己秒上押した 
場合、本機は手動受信モードになります。「手 
動でチューニングする」（防吕 S ページ）を参 
照してください。 


お知5は I 

プ IJ セツトした巧ち局び FM だけ、あるいは AM だけのときにちう一 
ちのバンド (FM/AM) [切り換えようとした場合、リモコンの 
TUNER ボタンでは切0換え5れません。本体の INPUT つまみで FM 
まには AM を還んでください。 


1 

放送局を削除したいプリセット番 
号を左欄の手順で選ぶ 


: : ；. : : ミ ;..:: 

2 

MEMORY FM MODE 

參声 

MEMORY を巧しなが！ 5FM 
MODE を巧す 

；■ ； ; : 

.. - ........ . .....ご .ch 


選んだプ U セット番号の放送局び削除 
されます。 


AM / FM 放送を聞をなび6巧ラいろ 
いろな機能 


L ソ下の機能び使えまず。32ページを参照してください。 
• 表示部の表示内容を変える 
-表示部の明るさを暗くする 
. 音声を一時的にルさくするくミュート機能〉 

-へッドホンで聞く 
• ス U - プタイマーを使ラ 


いろいろな音声効果を楽しむ 


34ページを参照してください。 







































































































接続したか部機器を再生ずる 


必要に応じて r 才ーデイオ/ビデオ巧器 
を接続ずる J (*^14 ベージ）ちを巧して 
<ださい。 



1 U モコン 

DVD/CD VIDE0 1 VIDE02 

m 公 
〇 〇 



U モコンの INPUT SELECTOR 
の各ボタンを巧すか、本体の 
INPUT つまみを回して、下の入 
力を選ぶ 

• DVD/CD 

• VIDEO 1 

• VIDEO 2 
•HD 

• MD/TAPE 

例： VIDEO1 を選んだときの表示部 



例： VIDEO 1を選んだときの入カインジケー 
夕— 

DVD/CD ViDtol VIDEO 2 HD MD/TAPE 

0 — o - o o o 

FM AM 

0 o 


2 リモコン リモコンの VOLUME ▲/ ▼を巧す 


VOLUME 

(1 ) (‘ ） 



か、本体の VOLUME つまみを回 
して、音量を調節する 



3 選んだ入力に接続しているが部機 

器の再生を始める 
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■ デジタル音芦について 


デジタル端子に接続している機器からのデジタル音声は、自 
動的にアナログ音声から切り換わって処理されます。 

• 入力を DVD にすると、□に JAL INPUT ( OPTICAL ) 
DV □端子からのデジタル音声び再生されます。 

• 入力を VIDEO 2にすると 、 DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 
VIDEO 2 端テからのデジタル音声び再生されます。 

• 入力を HD にすると 、 DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 

HD 端子からのデジタル音声び再生されます。 

デジタル音声を認識すると、その音声ち式によって、 

PCM □に ITAL 、 IMPEGI ' |皿□に ITALI 、 向了司 のいずれか 
のインジケーターび表示部に点なします。 

PCM DIGITAL MPEG □□ DIGITAL DTS 

I I コ I コ I 

PCM DIQITAL 


お知 5 せ 1 

列•部機器か日のデジタル信号は、 PCM、DOLBY DIGITAL (ドルビーデジ 
タル ）、 DTS (ディーティーエス）、 MPEG 2 AAC のみち生できまず。 

■ DVD、VIDEO 1、 VIDEO 2の映像を鑑 
實しなび5、接続した外部機器の音声や、 
FM/AM 放送を楽しむ 


DVD または VIDEO 1 、 VIDEO 2に接続した AV 機器を再生 
し、 MD / TAPE 、 HD 、 または、 FM 、 AM のいずれかの入力 
を選ぶと、 DVD または VIDEO 1 、 VIDEO 2の映像と、逞ん 
だ入力の音声を同時に鑑賞ずることびでをます。 


音楽/映画を鑑實しなび6巧ラいろい 
ろな機能 


(下の機能び使えます。32ページを参照して<ださい。 
• 表示部の表示内容ををえる 
• 表示部の明るさを暗くする 
• 音声を一時的にルさくするく-ユート機能〉 

• ヘッドフォンで聞く 
• ス U - プタイマーを使う 


いろいろな音声効まを楽しむ 


34ページを参照してください。 



































































付属のリモコンでオンキヨー製 DVD プレーヤ ー/ CD プレーヤーやオンキヨー製 
MD レコーダー/カセットテープデッキを操作する 


■ オンキヨー製 DVD プレーヤーもしくはオン 
キヨー製 CD プレーヤーを操作する 


RI 接続び必要です19ページ）。 

DVD/CD 端子に CD プレー巾一を接続している場合は、先に 
下記の項の手順にしたびって表示部の入力表示を切り換えて 
<ださい。 

操作するとさは、 U モコンを本機に向けます。 



■ オンキヨー製 MD レコーターをしくはオン 
キヨー製カセツトテープデッキを操作する 


RI 端子接続び必要でず19ページ）。 

MD/TAPE 端子にカセットテープデッキを接続している場合 
は、先に下記の項の手順にしたびって表示部の入力表示を切 
り換えてください。 

操作するときは、 U モコンを本機に向けます。 



上段 ： MD レコーダー 
(下段）：カセツトテープデッキ 


■表示部の入力表示を MD か 5 TAPE に切り換える / DVD か 5 CD に切り換える 


本機の MD/TAPE 端テにカセットテープデッキび接続されて 
いる場合、 U モコンの INPUT SELECTOR または本機の 
INPUT つまみで MD/TAPE を選んだときに、 TAPE と表示さ 
せることびできます。同様に、本機の DVD/CD 端テに CD プ 
レーヤーび接続されている場合も、 DVD/CD を違んだとさに 
CD と表示させることびできます。表示を変えることによっ 
て、オンキヨー製のカセットテープデッキや CD プレーヤーを 
R I 接続している場合は、 R I システム操作び可能になりまず。 




表示を変えるには （ MD か 5 TAPE に変える場合） 

1リモコンの INPUT SELECTOR の MD/TAPE ボタンを巧 
して、入力を切り換えます。 

2 MD/TAPE ボタンを、 MD 表示び TAPE に切り換わるまで 
(約2秒間）巧し続けます。 


表示を元に戻すには、同じ操作をしまず。 

この設定は、接続したオンキヨー製のカセットテープデッキ 
や MD レコーダー、 DVD プレーヤーや CD プレーヤーの RI シ 
ステム機能を有効にするためにぶ、要です。 


























































































ずべての入力に共通したいろいろな機能 


表示部の表示内容ををえる 


デイスフレイ 


リモコンのみ 



DISPLA 丫を巧ず 

巧すたびに、表示内容び政下のよラに 
切り換わります。 


FM、AMm 外の入カソースを選択しているとき： 

DISPLAY ボタンを]回押すとフ ォー マット表示になります。 
この状態からもラ1度押すと他ちの表示になります。 


入カ ソース+ 
音量表示 


プ□グラム _ 
フオー マツト表示* 


入カ ソース+ 
リスニングモード 



入力信号にプ□グラムフオーマッ ト びないとさは表示されませ 
ん。フオーマット表示状態で約日秒経過すると、わとの表示に戻 
ります（"今)。 


FM、AM を選択しているとき： 


FM / AM 周液数+ 
プリセツト No . 


FM/AM + 
リスニングモード 




表お部の明るさを暗<する 


了イマ — 

リモコンのみ DIMMER 巧 J 甲す 


DIMMER 



巧すたびに、じ(下のよラに明るさび変 
わります。 


p -1. 表示部びやや暗くなる。 

i 

2. 表示部び暗くなる。 

i 

3. 表示部び暗くなった状態でさ 

日に フ□ントパネルの ON む 
がのインジケーターび消えま 

す 〇*>3]ページ）。 


4. 表示部び明るくなり、 消なし 

ていたインジケーターち 点 I な 


します。 


おが 15 せ1 

当社の DV-L 己、 MD- 2000を R 愼続している場合、これらの機器 
の表示部ち連動して明るさび変わります。 
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-DIMMER 

■SLEEP 

■DISPLAY 


音声を一時的にかをくする 
<ミユート機能> 


5ューティング 

リモコンのみ MUTING を巧す 


MUTING 



ミュート機能び働いている間は、 
MUTING インジケーターび表示部で 
店■、滅します。 


MUTING をちう一度巧すと、元の音量 
に戻ります。 


お知5せ I 

本機をスタンバイ巧態にすると5ユート機能は解除されまず。 


スリープタイマーを巧ラ 


ス1」ープ 

U モコンのみ S し EEP を}田ず 


SLEEP 



『 S に EP 目 OMIN 』 びを目的表示部 
に約已秒間あ日われ、 SLEEP インジ 
ケーターび表示部に点灯します。 


目□分後に電源び切れてスタンバイに 
なります。 


SLEEP インジケーター 


SLEEP を巧すごとに、電源の切れる残 
り時間び1□分ずつかなくなります。 

■ スリープタイマーの残り時間を確認する 


へツドホンで聞< 


へッドホンを本体の PHONES 端子に接続する 



スリープタイマーをセットした後で、 SLEEP を巧す 

残り時間び表示されまず。 

残り時間表お中に SLEEP を巧すと、押す度に、電源の切れ 
る残り時間び] 0分ずつ少なくなります。 

■ スリープタイマーをキャンセルする 

SLEEP インジケーターび消えるまで、 S に EP を 
繰り返し巧す 


お知5せ I 

•へッドホンを接続すると、スピーカーひ日は音声は出力されません。 

-音青は自動的にステレオ音青にな0ます。 （IJ スニングモードび 
『STEREO』 になります。防36ぺージ） 

へッドホンを巧くと、接続前の U スニングモードに戻ります。 



















































いろいろな音声効まを楽しむ 


本機のサラウンド音声によってお部屋にいなびら映画館やコ 
ンヴートホールなどの臨場感あふれる雰囲気を味わっていた 
だけます。サラウンド音声をお楽しみいだだくためにはスピ 
一力一構成び重要な役割を果たします。16ページ「ス 
ピーカーを 配置する」） 

サラウンドモードについて 

ドルビー デジタル デイーテイーエス 

■ DOLBY DIGITAL サラウンドと DTS 

デジタル シアター システム 

(Digital Theater System ) サラウンドと 

エムペグ エーエーシー 

MPEG -2 AAC サラウンド 


フルレンジ （20 Hz 〜 20 kHz ) の已チヤンネル（左ちフ□ン 
卜、センター、サラウンド2チヤンネル）と、ほ域効果音を 
記録した LFE (Low Frequency Effect ) チヤンネルを、そ 
れぞれミ居せ’合わせることなく独立して記録' 再生する巳.1 
チヤンネルのデジタル-ヴラウンド-フォーマットでず。 
データの転送レートなどに違いはあるをのの、いずれの 
フォーマットでを、ご家庭でち簡単に劇場やコンサートホー 
ルさなびらの臨場感あふれるサウンドをご体験いただけま 
す。 

DOLBY DIGITAU ま、□円!晋酉マークのついた DVD ビデオな 
どの再生時に楽しむことびでさます。 DTS は胃マークの 
ついた DVD 、 レーヴーディスク、 CD などの再生時に楽しむ 
ことびでさます。 MPEG -2 AAC は、目 S デジタル放送で採 
用されている音声フォーマットで、このち式のソースの再生 
時に楽しむことびでさます。 

■ DOLBY PRO LOGIC ロサラウンド 


従来の4チヤンネル（左ちフ□ント、センター、モノラルの 
サラウンドチヤンネル）のプロ□ジツクサラウンドと巳.1 
チャンネルのドルビーデジタルサラウンドの橋ミ度しをずる、 
な世代の日チャンネルサラウンド方式でず。映画に最適な 
Movie モードと音楽再生に最適な Music モードの2つのモー 
ドび選択できます。 Movie モードでは、従来モノラルで、帯 
域の狭かったサラウンドチャンネルびステレオ再生になり、 
より移動感のある再生び楽しめます。また、 Music モードで 
は、2チャンネルの音楽に対してち自然な音場感をサラウン 
ドチャンネルより再生します。 

□ □ ID 0 LBYSURR 而呵 マー々のついた- VHS や nVn ドデオ. または 
一部の TV 番組再生時に楽しむことがでさます。また Music 
モードは CD などのステレオ音楽で楽しむことがでをます。 


■ アナ□グ /PCM (Pulse Coding 
Modulation ) サラウンド 


アナ□グソースには、レコード、 AM / FM 放送、カセット 
テープなどびあります。 PCM りり レスコー ドモジ ュレー 
シヨン）は一種のデジタル音声信号で、圧縮を行わずに巳 D 
や DVD に直接記録されます。アナログまたは P 巳 M ソースで 
は、オンキヨー独自の DSP (デジタルシグナルプ□セッ 
サー）モードを楽しむことびでさます。 

ORCHESTRA (才ーケストラ） 

クラシックやオペラに適したモードでず。センターチャンネ 
ルをカットするととをに、音場イメージび全体に広びるよう 
なサラウンド感を強調。大きなホールで聴いているよラな、 
自然な響さび楽しめます。 

UNPLUGGED (アンプラグド） 

アコーステイックやボーカル、ジャズなどに適したモードで 
す。フ□ントの音場イメージを重視することで、あたかをス 
テージの前で聴いているような音場イメージをつくります。 

STUDIO-MIX (スタジオミックス） 

□ック、ポピュラーミュージックなどに適した音声効果です。 

ノ くワフルな音響イメー ジを再現した臨場感あふれるサウンド 
は、あなたをあたかをクラブ八ウスにいるよラな気分にする 
でしよラ。 

TV LOG に（テイーヴイー□ジック） 

放送局のスタジオから放映されているテレビ放送に適した音 
声効果で、局のスタジオにいるよラな臨場感を高めます。 
すべてのサラウンド音声を強調し、会話音声を明瞭にします。 

ALLCHST (才ールチャンネルステレオ） 

BGM として音楽をかける時に便利なモードです。フロント 
とサラウンドチヤンネルの両方でステレオイメージをつくり 
出します。 
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DTS 音声についてのお知 5 せ 

- DTS フオーマットで記録された CD や LD を再生すると、本機び最 
初の DTS エンコード信号を識別して DTS デコーダーを作動する 
までの短時間、ノイズび発生する場合びあ0ますび、これは故障 
ではありません。 

- DTS ソースを再生しているときに、プレーヤー側で一時停止やス 
キップなどの操作をすると、ごく短時間ノイズび発生する場含が 
あ0ますび、これは故障ではあ0ません。 

- DTS ソースを再生しているときには、本機の DTS インジケー 
夕一 び点灯します。 DTS ソースの再生び終了してプレーヤーか5 
の DTS 信号び止まってち、 DTS モードのままとなり DTS インジ 
ケーターびついたままとなります。これは、プレーヤー側で行ラ 
一時停止やスキップなどの操作時に発生するノイズを防止するた 
めです。このため、 DTS 信号か 5 PCM 信号に急に切り換わる 
ソースでは、 PCM 信号びすぐには再生されない場含びありま 
す。このよラなとさには、プレーヤー側でいったんソースの再生 
を約3秒政上中断し、再び再生を行ラと正常に再生されます。 

• -部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をして 
わ、正しく DTS 再生ができない場合びあります。デジタル出力に 
何らかの処理（出カレベル調整、ヴンプ U ング周波数変換、周波 
数特性変換など）び行われていると、本機では正しい DTS データ 
と見なすことびでをないか5です。このよラな処理を行いなび5 
DTS ソースを再生すると、ノイズを発生してしまいます。 

• 本機の MD/TAPE OUT . HD OUT 、 VIDEO 1 日 UT の各出力端子 
は、アナ□グ音靑を出力しています。 このため 、 DTS フオー マット 
で記録された CD や LD を録音しようとする場合、 DTS エンコード信 
号をそのままノイズとして録音することとなりますので 、 DTS 
フオーマットで記録された CD や LD は歸音しないでください。 


入力音源と選}尺でをる U スニングモード 


選択できる U スこングモードは、入力音源のタイプによって 
異なります。じ(下の表で確認して<ださい。（•の I 」スこン 
グモードが選択できます。） 


入力音源の信号 ^ 

アナ□グ / PCM *3 

ドルビーデジタル* 4 

DTS 

MPEG -2 AAC 

2チヤンネル U (が 

2チャンネル時 

考ぇ5れる音源^ 

リスニングモード 

カ セツ ト テープ 
音楽用 CD 
ビデオ CD 
レつード 

FM 放送 

AM 放送 

HD レコーダー 

DVD ビデオ 

LD 巧 

DVD ビデオ 

L □巧 

DVD ビデオ 
音楽用 CD 

LD 

デジタル 

衛星放送 

STEREO *! 

♦ 

参 

参 

参 

♦ 

サラウンド 

DOLBY D 


参 




DTS 




♦ 


PL II MOVIE 

♦ 


参 



PL II MUSIC 

♦ 


♦ 



MPEG AAC 





♦ 

オンキヨ ー 
オリジナル 
DSP モー ドが 

ORCHESTRA 

♦ 





UNPLUGGED 

♦ 





STUDIO-MIX 

♦ 





TV LOGIC 

♦ 





ALL CH STEREO 

♦ 






*1 センタースピーカー指定とサラウンドスピーカー指定を『0』に設定したときや、スピーカー構成を 『SPEAKER 2 ch 』 に設定したとき、 へッ 
ドホンを使用しているときは rSTERE 日」のみの選択となります。 

がサラウンドスピーカー指定を「0」に設定したときや、スピーカー構成を 『SPEAKER 2 ch 』 または 『SPEAKER 3 ch 』 に設定したときは選択 
でさません。 

目目 kHz のヴンプ U ングレートで記録された PCM ソースはに TERE 日」のみの再生となります。 

□日 LBY □に ITAL サラウンド音声び再生されているときは、 「□日 L 巨丫 0」（ソースび2チヤンネルのときは 「PL II 」 ） と rSTERE 日」 のみの 
選択となります。 

*5 AC -3 RF 出力端子の付いている LD プレーヤーを接続する場合は、 AC -3 RF デモジュレーターを通してデジタル入力端テに接続してください。 
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ドルビー プロ ロジックジー 

Dolby Pro Logic n とオンキヨーの 
オリジナル DSP モードを巧う 


この U スこングモードに对応ずる音源については、「入力音 
源と選ができるリスこングモー问（陪3巳ぺージ）を参照し 
て < ださい。 


リモコン 


SURRMODE 



リモコンの SURR MODE か、本 

体の SURROUND を押して、 

『 PL II 』 か、 DSP モ—ドを 選ぶ 

ボタンを]回巧すと、現在の設定が表 
おされます。 

設定表示中に繰り返しボタンを巧す 
と、モードび切り換わります。 

DSP インジケーター 


各モードは、なの順序で表示部にあら 
われます。 

PL II MOVIE 一 PL II MUSIC 

t 1 

ALL CH ST ORCHESTRA 

t i 

TV LOGIC UNPLUGGED 

STUDIO-MIX 


ドルビープ □ □ジック n について 

- ドルビーヴラウンド音声の再生に適してし、 

ます。 

■ 表示部に 『PL II MOVIE 』 または 『PL II 
MUS に』び表示され 、 □□PROLOGCn 

インジケーターび点灯します。 

皿 PRO LOGICn インジケーター 


-下の場含は、表示されません。 

ーオンキヨー製のスピーカー設定 

(底23 ぺージ）で、センタースピー 
力一とサラウン ドスピーカーの両方に 
『0』を設定したとき 
ーオンキヨー製!;(がのスピーカー設定 
(底2目ぺ-ジ）で 『SPEAKER 
2 chJ を設定したとき 


ステレオ音声にする 


リモコン 


STEREO 




STEREO を巧す 

U スニングモードびに TERE0 』 にな 
り、表示されます。また、 STERE □イ 
ンジケーターび点 I なします。 

STEREO インジケーター 


2力国語が送受信中の便利な機能 


MPEG -2 AAC の2力国語放送（プ□グラム フォー 
マット 1+1) を受信中に STEREO を押すと、2力 
国語音声を同時に聞<ことびでさます。 

SURR MODE を巧すと、曰本語音声/他国語音声 
を切り換えることびできます。 
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るスピーカーの音量バランスを一時的に調壁する 


再生している音声を聞さなびら、さスピーカーの音量バランスをお好みで調整することびでをます。 

ここで調整した音量バランスは、本機の電源を切るか、主電源をオフにすると、27ページで調整した値に戻ります。 

ここで調整した音量バランスを記憶させることをでをますび、その場合は、27ページで調整した音量バランスは消えてしまいます。 

お知 5 せ I 

MUTING 中は調整びでさません。 



(さスピーカーか！5の音量を確認 

する） 

音声再生中に 、 CH SEL を繰り返 

し巧す 

なの順序でスピーカーび表示され、表 

示されたスピーカーのみか日音声び出 

力されます。 

に FT (左フ□ント） 

丄 

CENTER (センター) 

丄 

RIGHT (もフ□ント） 

丄 

SURR RIGHT (ちサラウンド） 

丄 

SURR LEFT (左サラウンド） 

丄 

SUBWOOFER (サブウー ファー) 

丄 

音量バランス調整モードびオフになり 

ふ;^ 〇 



お知 5 せ〕 

実際に接続していてち、設定したスピーカー構 
成にないスピーカーは、運ばれません。 



(各スピーカーの音量を調整する） 
音声再生中に CH SEL を（繰り返 
し）巧してスピーカーを選び、 
リモコンの ▲/ ▼を巧して、音量を 
調整する 

音量レベルは一] 2 dB 〜+1 2 dB の間 
で調整でさます。 


■ 調整した内容を記憶させるには 


TEST TONE 


〇 


TEST TONE を巧す 
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いろいろな音声効果を楽しむ 


レイト ナイト 

LATE NIGHT 機能を巧う 


LATE NIGHT はド ルビーデジタル サラウンド音声に対して 
はた5をます。 

劇場用に作られた映画音声は、大さな音とルさな音の差（ダイ 
ナ5ックレンジ）び大さいため、環境音や人の会話などのルさ 
な音を聞こラとすると、かなり音量をあげる必要びあります。 
レイトナイト機能は、ダイナ5ックレンジをルさくし、全体の 
音量をあげずにルさな音ち聞こえるよラに調整します。 

夜中などに音量を絞って映画を鑑賞ずるとをに特に役立ちます。 



LATE NIGHT 



LATE MGHT を巧す 

現在の設定び表示されます。 

表示中にボタンを（繰り返し）巧す 


と、設定び切り換わります。 


.DOLBY D に ITAL サラウンド音声 
再生中は、 『LATE N に HT 』 の 
『 mW 』 、 『 HIGH 』 、 『 OFF 』 
から選択でさます。 

OFF :レイトナイト機能をオフにし 
ます 

LOW :ダイナミックレンジをルさく 
します 

HIGH :ダイナ S ックレンジをさらに 
ルさくします 





お知6は1 

• LATE NIGHT 機能は、再生しているドルビーデジタルのソフト 
によって効まびうすかったり、なかったりずる場合びあります。 

• ドルビーデジタルじ(外のソフトを再生しているとさには 、 「NOT 
AVAILABLE 」 と表示され、この機能は使用できません。 

• 本機をスタンバイ状態にすると 、 LATE N に HT は 「 OFF 」 に戻 
0ます。 


重ほ音/高音を強調する 

アコーステイツク コントロール 

<Acoustic Control ) 


ル音量でち、重低音や高音を強調した迫力のあるサウンドを 
楽しむことがでをます。音声ち式に関係な<設定でさます。 



◎ ◎ ◎ 


© © © © 


ACOUSTIC CONTROL 

(ボタン/インジケーター) 


A.CTRL 





U モコン 

A.CTRL 



本体 



リモコンの A . CTRL 、 または、本体 
©ACOUSTIC CONTROL を巧ず 

ボタンを巧す度に、じ(下のよラにモー 
ドび変わります。 

►『 A'CONTROL OFF 』 （アコ-ス 
テイツクコント□ールオフ）び表 
おされ、 ACOUSTIC CONTROLS 
ンジケーターび消灯します。 


『 A ' 仁 ONTROL ]』 （アコース 
テイックコント□-ル I )び表示さ 
れ、 ACOUST に CONTROL インジ 
ケーターび点なします。 WDU 

フ □ン トス ピーカーの 重 
低音び強調されます。 


\COUSTIC 

黎 


L 『 A ' C 0 NTR 0 L 2』 （アコ-ス 
テイツクコント□ール 2) び表示 
され、 ACOUSTIC CONTROL -^ 
ンジケーターび点打します。 

フ□ントスピーカーの重な音びさら 
に強調され、高音ち強調されます。 


お知5せ 

DIMMER ボタンで消なしているときにアコー 
スティ ックコントロールの状態を確認したいと 
さは、 ACOUST に CONTROL をし<は IJ モ 
コンの A . CTRL を巧してください。現在の状態 
を表术します。 
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録音 • 録画ずる 


※あなたび録音したわのは、個人として楽しむほかは著作憲法上、権利ちに無断で使用でさません。 


音楽や映画を再生しなび6録音-録画 I 異なるソースの音楽と映像を録音•録 
する_ _する_ 


VIDEO 1 OUT . HD OUT (録音のみ）、 MD/TAPE OUT 
(録音のみ）端テに接続した機器で録音•録画します。 


INPUT 

SELECTOR 

ボタン 






VIDE01 VIDEO 2 




INPUT 



U モコンの INPUT SELECTOR を 
巧すか、本体の INPUT つまみを回 
して、録音*録画したいソースを 
選ぶ 

現在選択中の ソースから の信号び 
VIDEO 1 OUT、HD OUT 、 MD / 
TAPE OUT の各出力端子に出力され、 
録音-録画巧能な状態になります。 


2 録音*録画機器で、録音*録画を 

始める 


お知 5 せ I 

-デジタル音声は録音でをません。録音できるのはアナ□グ音声だ 
けですので、アナ□グ接続を確実にしてください。 

-録音•録画中にソースを切り換えると、新しく選択されたソース 
か5の信号び録音.録画されます。 

-サラウンド効果は録音されません。 


MD/TAPE や HD 端子に接続した機器の音を VIDE 日2の峡像 
に加えて、才 U ジナルビデオを作成でさます。 

政下の手順は、 MD/TAPE L/R 端子に接続した MD プレー 
ヤーの音声と VIDE 日2 IN VDE 日端子に接続したビデオカ 
メラの映像を VIDE 日1日 UTL / R 、 VDE 日端子に接続した 
ビデオデッキで録音-録画する例です。 



1 


MD プレーヤーに MD をセットし、 
VIDEO 2 端子に接続したビデオカ 
メラにテープをセットする 

2 

VIDEO 1 OUT 端子に接続したビ 
デオデッキにビデオテープをセッ 
卜する 

3 

U モコンの INPUT SELECTOR の 
VIDEO 2 を巧す 

4 

U モコンの INPUT SELECTOR の 
MD/TAPE を巧す 

音声出力は MD に変わりますび、映像 
出力は手順3で選んだ VIDEO 2のま 
ま変わりません。 

5 

VIDEO 1 OUT 端子に接続したビデ 
オデッキで録画を開始し、 VIDEO 

2 端子に接続したビデオカメラと 

MD プレーヤーの再生を始める 

映像はビデオカメラから録画し、音声 
は MD プレーヤーか日録音されます。 


お知 5 せ1 


-デジタル音声は録音できません。録音できるのはアナ□グ音亩だ 
けですので、アナ□グ接続を確実に巧っておいてください。 

-録音•録画中にソースを切り換えると、新しく選択されたソース 
からの信号び録音-録画されます。 

-サラウンド効果は録音されません。 
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故障？と思った s 


まず下の表で点巧してみてください。接続した他なに原因がちる場合もちります。他巧の取扱説明•も参おしなが6ちわせてご 
確認ください。 

表や他機の取扱説明書で点検してを正常に動作しないとをは、電源コードをコンセントから抜を、お買い上げ店、またはオンキ 
ヨーサービスステーションまでご連絡ください。その際に「お名前」「おところ」「電話番号」「製品名 （ TX - L 已）」と、「故 
障または異常の内容」をでをるだけ詳しくお知らせください。 



症状 

原因 

処置 

参照ページ 


♦電源び入5なし、。 

♦ 電源プラグの差し込みび不完全になって 

♦電源プラグをコンセントにしっか0と差し込 

20 



し、る。 

んで < ださい。 




♦ 主電源が日 FF になっている。 

♦主電源を日 N にしてください。 

20 



♦本機巧蔵のコンピューターげ、外部から 

♦一度主電源を切ってか5、ま電源を入れ直し 

吕〇 



のノイズに影響を受けた。 

てください。それでも回復しない場合は、電 





源コードを一度抜いてか5、再度コンセント 





に接続してください。 




♦ 本機巧部のヒューズび飛んだ。 

♦ オンキヨーサービスステーションにご連絡く 
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ださい。 



♦音が出ない。 

♦ S ューティング機能び働いている。 

♦ U モコンの MUTING を巧して、テューティン 

33 




グを解除して < ださし、。 




♦接続に問題びある。 

♦接続を点検してください。 

14〜19 



♦ へッドホンを接続している。 

♦音量を下げてか5へッドホンをはずして<だ 

33 




さい。 



♦センタースピーカーか 

♦スピーカーび正しく接続されていない。 

♦スピーカー接続を確認してくださし、。 

17 


5音び出ない、また 

♦サラウンドモードび irSTERE 日』か 

•『 STEREO 』 や 『 ORCHESTRA 』 のときは 

34 

ア 

は、非常に小さい音し 

『 ORCHESTRA 』 になっている。 

センタースピーカーか5音びでません。 


✓ 

か出ない。 

♦各スピーカーの音量バランス調整で、セ 

♦センタースピーカーの音量を再調整してくだ 

27、37 

一 

プ 


ンタースピーカーの音量をかさくした。 

さい。 


部 


♦センタースピーカーびを在しない設定に 

♦スピーカー構成の設定で、センタースピーカ 

吕3、吕白 


なっている。 

一び存在する設定になっているか、確認して 





<ださし、。 




♦ センタースピーカーびある設定をしてい 

♦ センタースピーカーの接続を確認してくださ 

23、2白 



るのにセンタースピーカーび接続されて 

し、。あるいは、センタースピーカーの無し、設 




いない。 

定にしなおしてください。 



♦他機で再生した映像び 

♦テレビび本機を接続した入力に設定され 

♦テレビの入力を、本機を接続した入力端テに 

— 


テレビ画面にあ5われ 

ていなし、。 

対応した入力に切り換えてくださし、。 



ない。 

♦ ビデオケーブルび正し<接続されていな 

♦本機とテレビの接続を確認してください。 

14 



♦ S ビデオ接続のみをしている。 

♦通常のビデオ接続ちおこなってください。 

14、1己 


♦再生中の音声び聞こえ 

♦別の入力び選ばれている。 

♦ 再生している機器の入力を選んで < ださし、。 

30 


ない。 





♦ U モコンのボタンを、 

♦電源の電圧の変動や、静電気などによっ 

♦一度ま電源を切ってか5、ま電源を入れ直し 

20 


本体のボタンをはた5 

て動作びおかしくなった。 

てください。それでも回復しない場合は、電 



かない。 


源コードを一度抜いてから、再度コンセント 





に接続してください。 



♦本体のボタンははた5 

♦リモコンび、操作しよラとしている機能 

♦ U モコンを操作する前に、 DVD または MD ボ 

31 


<び、 U モコンのボタ 

モードになっていなし、。 

タンを押して < ださし、。 


U 

ンびはた5かない。 

♦ U モコンに乾電池び入っていないか、電 

♦新しい乾電池をリモコンに入れてくださし、。 

9 

モ 


池び切れている。 



□ 


♦ U モコンの送信部び本体の受光部に向け 

♦ U モコンの送信部を本体の受光部に向けて操 

9 

ン 


5れていない。 

作して < ださし、。 




♦ リモコンび本体か5遠すざる。 

♦リモコンは、本体か5已 m じ(内のところで操 

9 




作してくださし、。 
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_ 処置_参照べージ 

♦モノラルで受信してください。 28 


♦アンテナの設置場所、高さ、方向を変えてみ 18、19 

て < ださし、。 

♦ 室内アンテナな5屋外アンテナにしてくださ 18、19 

い。 

♦素テ数の多いアンテナに変えてみて<ださ 一 

し、（アンテナエ事には技術と経験げ必要で 
すので販売店にご相談ください。） 


♦ AM 室内アンテナを電気器具か5離してくだ 一 

さし、。 

♦ 電気器具の電源を切ってください。 

♦再度放送局のプ U セツトを行ってください。 29 


♦ DTS サラウンド音声は録音でさません。 39 

♦アナ□グ接続をしてください。 


症状 

原因 

♦ FM ステレオ放送のと 
き、モノラル放送にく 
らベ、サーといラノイ 
ズび出る。 

♦ FM ステレオ電波はモノラル電波に比 
ベ、変調のしかたび異なるので放送局の 
電波の強さ I こよってはノイズびかし出ま 
す。 

♦ f ノラル放送、ステレオ 
放送とちノイズが多い。 

• アンテナの設置場所や向さび不適当。 

♦ 放送電波び弱い。 

♦ FM ステレオ放送で 

FM STEREO インジ 
ケーターび点滅し、完 
全に点好しなし、。 

♦アンテナの向きが不適当。 

♦ 放送電波び弱い。 

♦音びひずんだ0ルさ< 
なった0する。 

♦電波び乱れている。 

♦近<を自動車び走っていたり、飛行機び 
飛ん/でいる。 

♦ステレオ放送でノイズ 
びをく、とをどさ音び 
出な < なる。 

• アンテナの設置場所や向さび不適当。 

♦ 放送電波び弱い。 

♦ FM ステレオ放送で音 
にひずみび多い。 

♦近くにビルや山びある。[送信所か5の 
電波（直接波）とビルや山に反射した電 
波（反射波）との干渉によりマルチパス 
ひずみび生じている。] 

♦ AM 放送受信時、ノイ 
ズが入る。 

♦電気器具びずぐそばにあ0、電源び入っ 
ている。 

♦プリセツトした放送局 
び選べない 

♦長時間電源コードびコンセントか5巧か 
れていたか、ま電源び切られていたた 
め、プ U セット内容び消失した。 

♦スピーカーから音声は 
聞こえるび、録音でき 
ない。 

♦ DTS サラウンド音声を録音しよラとし 
ている。 


誤動作するときは 

本磯はマイク□コンピューターによ0高度な機能を実現していますび、ごくまれにが部か5の雑音や妨害ノイズ、また静電気の影響によつ 
て誤動作する場合びあります。そのようなときは、本体の SU 目 W 日日 FER M 日 DE を押しなび5、〇 STAND 目 Y / 日 N を巧してください。 

『 Clear 』 び本体表示部に表示されたのち、スタンバイ状態とな0、工場出荷時の状態にな0ます。ただし、お宮様が設定した内容ちすべて 
消えますので、改めて設定しなおしてくださし、。 
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主な仕様 


■ アンプ部 


■ チューナー部 


定格出力 


全てのチヤンネル （2 チヤンネル駆動時） 

28 W 6 Q IkHz (曰 A 」） 

22 W 6 Q IkHz 、 全高調波歪率0.目％ 

ダイナミックパワー(左もフ□ントチヤンネルのみ駆動時) 

目〇 2日 Wx 2 
BQ 22 Wx 2 

全高調放ひずみ率：定格出力時で日.目％ 

混変調ひずみ率：定格出力時で日.目％ 

ダンピングファクター： 8 Q 負荷時で40 


入力感度/インピーダンス 

DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) DVD 、 HD、VIDEO 2 

:日.已 Vp - p /7 已〇 

LINE ( DVD / CD 、 VIDEO ! 、2、 HD 、 TAPE/MD 


: 1 曰 OmV / 己 Okn 

コンポジット ( VIDEO 1、 2) : 1 Vp - p /75£2 

S-VIDEO ( DVD . VIDEO 1、 2) (Y 信号）： ] V |> p /75£2 

( C 信号）:日. 28 VP - P /7 已〇 


定格出力/インピーダンス 

REC 0 UT ( VIDEO 1、 TAPE / MD 、 HD ) :1已 OmV / 各2的 
SUB WOOFER PRE OUT : 1 V /2.2 kO 
コンポジット （MON OUT 、 VIDEO 1) : 1 Vf > p /7 已 Q 
S-VIDEO (MON OUT 、 VIDEO 1) 

(Y 信号）： ] Vp - p /75£2 
( C 信号）:日. 28 VP - P /7 曰0 
周波数特性：] 〇〜 70 kHz +/-] .已服 
アコースティックコントロール 1:+目服 （40 Hz 時） 

吕：+10服 （4 日 Hz 賦 
+7服 （ lOkHz 時） 

SN 比：100服 ( IHF ) 

ミュート： 一 cod 巨 


受信範囲： 76.0-90.0 MHz (1 日 OkHz ステップ） 

実用感度 

モノラル：1 ].2 d が、 ].0 |iV (7 日が 
ステレオ： 17.2 d 巨 t 2.日 |iV (7 曰〇) 

キヤプチヤレシオ： 2.0 dB 
イメージ巧害比： 40 d 巨 
IF 巧害比： 90服 
SN 比 

モノラル： 7巨服 
ステレオ： 70 d 巨 
2信号選択度： 5日 d 巨 
AM 抑圧比：己 Od 巨 
ひずみ率 

モノラル：日.2% 

ステレオ：日.3% 

周波数特性： 30〜1己，日0日 Hz 、+/-1. 日服 
ステレオセ パレーシヨ ン：4已服 ( IkHz ) 

: 30服（100〜10,000 Hz ) 

ミューテイングレベル：17.2服干 


AM 

受信節囲：已22〜1,目2目 kHz (目 kHz ステップ) 

実用感度： 301 iV 

イメージ巧害比： 40 d 巨 

IF 巧害比： 40服 

SN 比： 40服 

ひずみ率：日.7% 

■ -般仕様 


使用電源： AC 100 V 、已0/目 OHz 
消費電力（電気用品ま全法技術基準 ）： SOW 

がお寸法： 43己川畐） x 81 (高さ） x 377 (輿行き ） mm 
質量：目. Ik 浸 


■ リモコン RC -4 己 3 S 


方式：赤が線 
信号到達距離：約已 m 

使用電池：単3型 （1 .日 V )乾電池2個 


《仕様および外観は予告なく変更することびあります。 
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オンキヨ ー ご相談窓 □ •修理窓□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はおおくの販売店へ、修理については、お買いホめの販売店へご巧おください。 
万一お困りの場合には、下記の窓□へご相談くださるようお願いいたします。 


お客様 
ご相談窓 □ 


カスタマー七ンター 


受付9:30〜17:30让日巧、勢社イ木日除く） 

■カタログのご請求、製品についてのご相談 

*e-mail :ホームシアター/才ーデイオ製品 一 customer @ onkyo . co.jp 
マルチメァイ/■製品 一 mmcadmm@onkyo.co.Jp 

* TEL . :ナビダイヤル 0570-01-8111 (全国どこからでもホ内料金で通話いただけます） 
または072 -831-8111( 携帯電話、 PHS から）へどうぞ。 

072 -831-8124 


ホ FAX . 

*〒572-8540大阪府寝屋川巿日新町 2- 1 


オンキヨー製品情報、ユ-ザー登録ホームぺージへ -> http :// www . onkyo . co.jp 

快適な才ーティオライフをゎモ伝い。ネットンョップへ -> http :// www . e - onkyo.com 


修理のご依頼は、取巧説明書の「故障かな？と思ったときは」または「故障？とおったときは」の巧目をご巧認のうえ 
ご依頼ください。転居されたり、贈物でいただいたものの故障で、お困りの場合は、下記へご相談ください。 

パソコン用スピーカー U 外のマルチメディア製品は、 

マルチメディアサポートセンター TEL 072-831 -7305 FAX 072 -831 -8124 

_干 572-8540 大阪府寝屋川市日新町 2-1 _ 


ホームシアター/才ーデイオ製品とパソコン用スピー_力一は、 


化 ミ 毎道地区 

ネし幌サービスステーション 

TEL 01 1 -747-6612 FAX 011 -747-6619 
干001 -0028 ネし幌市: II ：区:!ヒ2 8条西已 -1-28 卜ーシン化28条ビル 

青森•岩手•き城-秋田*山形 

福島地区 

仙台サービスステーション 

TEL 022 - 297 -0571 FAX 022 - 257 - 7330 
干984 - 0051仙台市若林区新寺4 - 9 -日第二丸昌ビル1 F 

茨城-栃木地区 

宇都きサービスステーシヨン 

TEL 028 -634-4307 FAX 028 - 634 - 4308 
〒320-0831栃木県宇都き巿新巧 2-7- 7 

群馬-埼玉-新谓地区 

大宮サービスステーシヨン 

TEL 048-651 -8612 FAX 048 -651 -9137 

〒330-0034埼玉県さいたま巿±呂巧 2-29-2 高安ビル1 F 

千葉-東京 (23 区)地区 

東京サービスセンター 

TEL 03-3861 -8121 FAX 03 -3861 -8124 
干111 - 0054東京都台東区鳥越1 -2-3 ハマ スエ ビル 

東京 (23 区を除く）-山梨•長野お区 

八王モサービスステーシヨン 

TEL 0426 -32-8030 FAX 0426-36-9312 
干192 -091 4東京都八王子市片倉巧358香化 

神奈川地区 

横；兵サービスステーション 

TEL 04日 -322-9342 FAX 045-312-6603 
干220 -0072 横お市西区浅間巧 1-13 共益ビル5 F 

岐阜-静岡-愛が-兰重地区 

名古屋サービスステーシヨン 

TEL 052-772-1229 FAX 052 - 772 - 1331 
干465-0013名古屋市名東区社 □ 1 T 目1001番 

富山•石川•福井•お賀•京都 

大阪.兵庫.奈良.和歌山化区 

大阪サービスセンター 

TEL 06 -6576-7620 FAX 06 - 6576 - 7604 
〒552-0013大阪市港区福崎 2 T 目1番地49号 

鳥取-島根•岡山•広島-山□(下関を除く）地区 

広島サービスステーシヨン 

TEL 082-262-3315 FAX 082-262-6571 
〒732-0057広島市東区二葉の里 2-8-28 

徳島-香川-愛媛-高な地区 

高松サービスステーション 

TEL 087-868-5662 FAX 087-868-5672 
〒760 - 0079高松市松縄巧44 - 8 西原ビル1 F 

山□(下関）•福岡-佐賀-長崎 

能 本-大分-宮崎-鹿巧島- ミ 中縄地区 

福岡サービスステーション 

TEL 092-418-1357 FAX 092 - 418 - 1358 
干812 -0006 福岡ホ博を区上牟田3 -8- 19 みなみビル202 


2001年06月現在 お客様相談窓□•修理窓□の名称、所在地、電話巷号は変更じなることがございますのでご了あください。 

み1 
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修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上げの際に 
お受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただを大切に保管してく 
ださし、。 

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

■調子び悪いとさは 

意外な操作 S スが故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいたださ、お調べください。 
本機じ(外の原因を考えられます。ご使用の化のオーディオ製品をあ 
わせてお調べください。それでをなお異常のあるとさは、必ず電源 
プラグを损いてから修理を依頼して<ださい。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証書をご持参ご提示の 
ラえ、お買い上げの販売店または、当社サービスステーションにご 
依頼ください。詳細は保証書をご覧<ださい。 


■修理を依頼されるとをは 

r おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 （ TX - L 己）」 
r 故障または異常の内容」をでさるだけ詳しくお買い上げ店、ま 
たは当社サービスステーションまでご連絡ください。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、または当社サービスステーションにご相談くださ 
い。修理によって機能が維持できる場合はお客様のご要望により有 
料修理致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品を製造打ち切り後最低8年間保ちし 
ています。この期間は経済産業省の指導によるをのです。性能部品 
とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。保有期間経 
過後でを、故障箇所によっては修理可能の場合がありますのでお買 
い上げ店、または当社サービスステーションにご相談ください。 


ご購入されたとさにご記入ください。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

巧さ紅 

本社大阪府寝屋リ I 市日新町 2- 1干日 72-8 己40 

製品の故障や修理についてのお問い合わせ巧： 

お買し、上げの販売店もし<1ホオンキヨーご相談窓□•修理窓口のご案内記載の最寄む D サービスステーションへ 
お申し出 < r ごさい。 

♦東京サービスセンタ心巧03 (3 扫61 )81 21•大阪サービスセンター巧0巨 (6 已7巨)76吕〇 

SN 29343139 


I ONKYO I 

I HOMEPAGE I 

http://www.onkyo.co.jp/ 


WO 106-1 








